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財務情報
　 財産目録

Ⅰ 資産総額 29,375,498,272 円

　内 　基本財産 13,955,181,149 円

　　　　運用財産 14,456,041,374 円

　　　　〔収益事業用財産〕 964,275,749 円

Ⅱ 負債総額 2,700,761,397 円

Ⅲ 正味財産 26,674,736,875 円

区　　分

資産額

一　資産総額 29,375,498,272 円

　（一）基本財産 13,955,181,149 円

　　　土地 224,620.87 ㎡ 5,397,402,192 円

　　　建物 68,830.33 ㎡ 6,525,863,162 円

　　　教具・校具・備品 9,336 点 250,366,864 円

　　　図書 366,271 冊 1,498,857,992 円

　　　その他 282,690,939 円

　（二）運用財産 14,456,041,374 円

　　　現金預金 2,926,603,245 円

　　　その他 11,529,438,129 円

　〔収益事業用財産〕 55,243.00 ㎡ 964,275,749 円

負債額

二　負債総額 2,700,761,397 円

　（一）固定負債 2,161,104,103 円

　　　長期借入金 1,495,390,000 円

　　　その他 665,714,103 円

　（二）流動負債 539,657,294 円

　　　短期借入金 87,210,000 円

　　　その他 452,447,294 円

正味財産（資産総額－負債総額） 26,674,736,875 円

財　産　目　録

令和2年3月31日

金　　額



財務情報
　 財産目録

◆重要な会計方針◆

　　1　資産の評価基準

　　　　　資産の評価は、取得価額による。

　　2　引当金の計上基準

　　　徴収不能引当金

　　　　　未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上している。

　　　退職給与引当金

　　　　　退職金の支給に備えるため、私立大学退職金財団加入者については、期末要支給額の１００％を基にして、

　　　　　同財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額を計上している。

　　　　　岡山県私学振興財団加入者については、期末要支給額から同財団からの交付金を控除した額の１００％を

　　　　　計上している。

　　3　その他の重要な会計方針

　　　固定資産の減価償却方法

　　　　　定額法である。

　　　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　満期保有目的円貨建有価証券の評価基準は償却原価法である。また、有価証券の評価基準及び評価

　　　　　方法は、移動平均法に基づく原価法である。

　　　外貨建資産・負債等の本邦通貨への換算基準

　　　　　外貨建短期金銭債権債務については、期末時の為替相場により円換算しており、外貨建長期金銭債権

　　　　　債務については取得時又は発生時の為替相場により円換算している。

　　　所有権移転外ファナンス・リース取引の処理方法

　　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの及び事業内容に照らして重要性があると認められ

　　　　　るもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

　　　　　よっている。

























不動産貸付業

科　　目　　名 金額　　　（円） 金額　　　（円）

営業収益 8,200,000 964,275 ,749

営業費用 937,997 0

営業利益 7,262,003 964,275 ,749

営業外収益 0 924,104,554

営業外費用 0 40,171,195

営業外利益 0 内 前期繰越損益　　　 32,909,192

経常利益 7,262,003 訳 当期純利益　　　 7,262,003

特別収益 0

特別損失 0

学校法人会計繰入前当期利益 7,262,003

学校法人会計への繰入額 0

税引前利益 7,262,003

法人税等 0

当期純利益 7,262,003

　　　　　　　　　　　　収　益　事　業

　　　　　　　　　　　　       令和2年3月31日現在

純　資　産

元　入　金

利益剰余金

損　益　計　算　書 貸　借　対　照　表

科　　目　　名

資　　　　産

負　　　　債


